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論文内容の要旨 
【目的】脳神経外科術後早期に，不安定な循環動態や疾患の重症度とは関連のない高乳酸血症を
経験することがある．脳神経外科予定手術患者を対象とし，術後早期の高乳酸血症の発症要因と，
高乳酸血症と術後合併症との関連について後方視的に検討した。 
【対象と方法】予定脳神経外科手術患者のうち，麻酔導入後および手術終了直前に，動脈血ガス
分析で乳酸値を測定した症例を対象とした. 手術終了直前の動脈血ガス分析で乳酸値が 2 mmol/L
以上を術後早期高乳酸血症と定義し，高乳酸血症群と正常乳酸値群に分類した．患者背景の他に，
周術期のバイタルサイン，術前合併症，手術術式，脳腫瘍の悪性度と腫瘍サイズ, 手術時間，出
血量，動脈血ガス分析結果，周術期カテコラミン投与の有無，集中治療室滞在日数，術後人工呼
吸の有無，術後合併症について群間で比較した. 術後早期高乳酸血症の発症要因について多変量
ロジスティック回帰分析を用いて検討した． 
【結果】対象となった 225 名のうち 49 名（22％）に術後早期高乳酸血症を認めた．単変量解析
から，高乳酸血症群では，脳腫瘍手術患者の割合，手術時間，術前の乳酸値，出血量が有意に高
値であった（P<0.05）．多変量解析から，術前の高乳酸血症（オッズ比 27.83, 95％信頼区間
=8.516–90.92, P = 0.000）と脳腫瘍手術（オッズ比 4.806, 95％信頼区間=1.006–21.67, P = 0.041）
が術後早期高乳酸血症の発症要因であった．対象となった 225 名のうち 89 名が脳腫瘍に対する
開頭手術をうけていた. 脳腫瘍手術をうけた患者における術後早期の高乳酸血症は、腫瘍サイズ
が大きいことが有意に関連した(1016 mm2 [四分位範囲: 545, 1951 mm2] vs. (780 mm2 [四分位範
囲: 322, 1107 mm2]) (P = 0.02)．頭蓋内圧を下げる目的で投与される術前のステロイド製剤と浸
透圧利尿薬は, 悪性度の高い腫瘍患者に有意に投与されていた（それぞれ P = 0.02, P = 0.07）.
また，術後早期高乳酸血症群では，2 日以上集中治療室に滞在した患者が，正常乳酸値群よりも
多かった（31% vs. 16%, P<0.05）． 
【結論】予定脳神経外科手術患者の術後早期高乳酸血症の発症要因は，術前からの高乳酸血症と
脳腫瘍手術であった．術後早期高乳酸血症患者は集中治療室滞在時間が長くなる可能性があり，
予後との関連についてさらなる検討が必要である． 
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